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１．はじめに

1. 1　レミニセンスとの出会い
著者は，小学校への外国語活動の導入にあたっ
て，英語の苦手な教員も活用でき，児童も興味をも
ち習った英語が確実に定着する小学生用英語教材を
開発してきた（長谷川・安藤，2014）１）。その教材
は簡単に説明すると，①絵を見ながら日常生活の様
子を英語で聞く，②その内容に関する質問に選択肢
を選ぶ形で答える，③フレーズごとに意味を確認し
発声練習をする，④質問と解答の意味を確認し発音
練習をしながら覚える，という手順で行われる。そ
の試作品が完成し，近隣の小学校でその効果を確か
めた。その結果，教師がその教材を活用しても，児
童がパソコンを通じて学んでも同様の効果が現れる
と分かった（長谷川・安藤，2014）２）。また，１週
間後，２週間後に学習内容の残存状態を確認した

が，学習の10分後の結果よりも，１週間後や２週間
後の方が良い結果を得られることが判明した。
学習したことは，時が経つにつれて忘れ去られて
いくという考えは，Ebbinghaus（1885）３）の忘却曲
線としてよく知られ，常識ともなっている。もし，
その考えが正しければ，日が経つことで，学習内容
をより多く思い出せるようになったという著者の研
究結果は，どう説明したら良いのであろうか。
この現象は，レミニセンス（reminiscence）とい
う名称で教育心理学の分野ではよく知られている。
定義は，「再学習をしないのに，忘れていたことを
思い出すこと」（Ballard, 1913）４）である。

1. 2　教育心理学のレミニセンス
レミニセンスに関しては，臨床心理学の分野でも
研究が行われている。この方面での定義は「過去の
個人的に経験したことを思い出す過程」（Webster & 
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Haight, 2002）５）である。主に高齢者を対象とした概
念である。 Merrian-Websterのオンライン版６）によ
ると，レミニセンスは「過去に起こったことについ
て語られた物語。過去の経験について思い出すか語
る行為」であるが，深い意味では，「長く忘れてい
た経験や事実を心に思い起こすこと」「日頃思い出
さない遠い昔のことを思い出すこと」という意味が
あり，「思い出さないことを思い出す」という意味
で教育心理学の分野で使われ，「昔のことを思い出
す」という意味で臨床心理学の分野で使われている
と考えられる。同じレミニセンスという表題のも
とで研究がなされているが，両分野間の交流はな
い。ただフロイトらの精神分析学で，無意識の領
域に抑圧されていた幼児期の体験を思い出すこと
をレミニセンスと表現することもある（Erdelyi and 

Kleinbard, 1978）７）。今回の論文で取り上げるのは，
教育心理学で使われている意味である。

　1. 3　レミニセンス研究の始まり
さて，教育心理学（または学習心理学）の分野
では，1913年のBallardの研究が最初である。彼は，
ロンドンのサウスイースト地区の児童を対象に研究
を行った。発端は，スラムの学校の児童の記憶研究
であった。対象児は，記憶すべき英詩を知らない19
人の男子であった。英詩を13分間かけて覚えさせ，
その直後に覚えているだけ英詩を書かせた。その２
日後にも再テストを行ったところ，直後のテストよ
りよい結果が出た。それは，Ballardだけでなく，現
場の教師にも予想できなかった結果であった。彼ら
は，児童の記憶力を軽視していたのであった。とも
あれ，その研究を発端として，対象児童，幼児，成
人5,000人以上が参加するレミニセンスの大規模な
研究が始まったのである。
その過程でいくつかの記憶に関する不思議な現象

が発見されることになった。それをまとめると次の
ようになる。①成人にはレミニセンスは起きない。
②児童よりも幼児にレミニセンスが大きい比率で現
れる。③知的障害児童の方が健常な児童よりもレミ
ニセンスが多く現れる。④知的に健常な児童では，
学業成績が下位の児童よりも上位の児童の方が，レ
ミニセンスの絶対量は多い。比率はそれほど違わな
い。⑤11 ～ 13歳の児童では，学習して２日後にレ

ミニセンスがピークになり，その後減少する。幼児
では，ピークは４～５日後に現れる。幼い子の方
が，レミニセンスが多くしかも遅くになって現れ
る，などである。

　1. 4　再学習とレミニセンス
また，レミニセンスの研究を概観したPayne 

（1987）８）によると，Ballard（1913）４）以後の研究で
は，レミニセンスの現象が現れていたのに，1940年
頃には，レミニセンスの現象が見られなくなり，レ
ミニセンスに関する研究も下火になったという。
この原因としては，レミニセンスのとらえ方の変
化がある。一度学習した後で「再学習しない」のに
記憶量が増えるという定義のために統制がとりにく
いという問題が起きた。ある期間を過ぎた後にテス
トをするわけであるが，その間に被験者が自発的に
思い出したり，意図的に覚えようとしたりすること
があって，本当のレミニセンスを確認することが困
難だからである（Buxton, 1943）９）。そのために，レ
ミニセンスの代わりに「記憶増加（hypermnesia）」
という概念が研究の対象として使われるようになっ
てきた。

　1. 5　無意識に起こる記憶形成
レミニセンスの現象は，児童よりも幼児に多い，

知的健常児よりも知的障害児の方に多い，という研
究結果からBallard（1913）は「記憶には，無意識の
うちに形成される過程があり，未熟な者ほど記憶形
成に時間がかかる」と考えた。
この「無意識のうちに記憶が形成される」という
現象を，児童の学習に活かせるのではないかと著者
は考えた。意識的に頑張って勉強することも大切だ
が，努力しなくても知らないうちに学習が進むとい
う現象があるならば，その現象を活用すれば，それ
だけ苦労しなくても自然に記憶が身につくというこ
とになる。幼児期に言語を苦労せずに急速に獲得す
る秘密がそこにあるかもしれない。
そこで今回は，レミニセンスの現象を過去の文献
に基づいて解明し，その他の記憶研究も参考にしな
がら，著者の英語教育プログラムのどの要素がレミ
ニセンスを引き起こしたかを明らかにする。そうす
ることで，もっと意識的にレミニセンスを活かす児
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童の英語学習プログラムを作成できるようになると
考えた。つまり，どのような教材をどのように学習
すれば，無意識のうちに学習を完成させる過程が生
起するかを解明することである。

２．目的と方法

第一の目的は，レミニセンス現象に関する文献を
読んで，その現象のメカニズムを解明することにあ
る。特に，無意識的な記憶形成がどのように起こる
かを明らかにすることである。第二にレミニセンス
現象の知見から，著者の英語学習プログラムのどの
要素がレミニセンスを引き起こしたかを明らかにす
る。第三に，児童の英語学習が実りあるものとする
ためのレミニセンスの活用法を提案することであ
る。

３．レミニセンスの研究

　3. 1　Ballardの研究と見解
まず，レミニセンス研究の重要と思われる点を見

てみよう。研究は，Ballard（1913）から始まった。
彼は，研究をするごとにさらに解明すべき点を見出
し，次々と異なる研究を継続し，結果的にレミニセ
ンスについての網羅的研究を行った。
基本的な研究方法は，次のようになっている。児
童に英詩を覚えさせて，日にちが経った後にどれく
らい覚えていたかを確認するものである。最初は12
歳前後の児童に知らない英詩を10 ～ 15分間覚えさ
せ，その直後に記憶したことをできるだけ多く書き
出すよう求めた（初回のテスト）。次に予告なしに
２回目のテストを行った。２日目から７日目まで，
それぞれのクラスで２回目のテストを行った。その
結果，２回目のテストの方がよい成績が得られた。
記憶の改善は，学習直後の１回目のテストで思い出
せなかった項目を２回目のテストでは思い出せるよ
うになったことを意味しており，レミニセンス現象
が起こった結果であると彼は考えた。成績の改善
は，特に２日目に顕著に現れた。

　3. 2　幼児に多いレミニセンス
その他にもBallard（1913）は，多様な研究を行っ

ているので，それらの研究についても概観してみた
い。まず，年齢の違いによってレミニセンスの現れ
方に違いがあるかという問題である。彼は，４歳か
ら成人にいたるまでを対象に研究を行った。その結
果，幼児の方が記憶の総量は少ないがレミニセンス
は多くの割合で現れ，記憶の改善は６日まで続い
た。先に述べたように12歳前後の児童の場合は，記
憶量は増えるが，レミニセンスの割合は減り，しか
も，ピークは２日後でその後は減少した。レミニセ
ンスの割合は，４歳から７歳にかけて上昇し，７歳
にピークに達した後，徐々に減少し，20歳を過ぎる
と，レミニセンスは見られなくなってしまう。
さらに，知的障害児の方が，記憶量は多くはな
かったがレミニセンスは多く現れた。ただし，知能
が正常な範囲で成績が良い児童と良くない児童を比
較すると，レミニセンスの比率は変わらなかった。
ただし，成績の良い児童の方が記憶量が多いので，
レミニセンスの量自体は多かった。
覚えるべき材料の違いで見てみると，無意味綴り
や図形などでもレミニセンスは見られるが，それほ
どの量ではない。物語と詩を比較すると，詩の方が
レミニセンスは起きやすい。

　3. 3　自発的再学習
レミニセンスの定義は，「再学習をしないのに，
忘れていたことを思い出すこと」であったが，実際
に児童に聞いてみると，２つのテストの間にも，覚
えるべきことをふと思い出したり，意図的に思い出
したりしていたという。中には覚える努力をしてい
た児童もいた。思い出した児童の方に，思い出さな
い児童よりも，レミニセンスが多少多く現れた。
また，詩を思い出す場合，情景を映像として思い
浮かべることが多いことが分かった。

　3. 4　レミニセンスの原因
レミニセンスには，何らかの内的過程が関係して
いる。Ballardは，学習後に「神経系の自然な継続
（the natural inertia of the nervous system）」が起こる
と表現している。その他に午後に学習した方がレミ
ニセンスが起きやすいことから，疲労と関係してい
るかもしれないと推測された。すなわち，疲労する
と，想起することが困難になり，疲労の回復ととも
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に記憶したことも想起しやすくなる，というのであ
る。疲労の回復がレミニセンスと関係していると考
えられるわけであるが，様々な実験からは，疲労と
の関係は明確ではない。
新たに学習したことが以前に学習したことを逆行

抑制して弱めることも考えられる。そのために一時
的に思い出せないことが生じるが，時間が経つと抑
制が弱まり，以前に学習した記憶が再びよみがえる
ことが考えられる。しかし，そのような証拠は見つ
かっていない。
レミニセンスのメカニズムについてまとめると，

記憶を登録するのに時間がかかり，学習の後にも神
経系の働きが持続するためにレミニセンスの現象が
現れると考えられる。
以上がBallard（1913）の研究と見解の要約であ

る。

　3. 5　レミニセンス研究の歴史的概観
  Payne（1987）は，レミニセンスの研究の歴史を
次のようにまとめている。レミニセンスの研究は，
Ballard（1913）の後に追試がなされ，Ballardの研究
と同様にレミニセンスが現れたという報告が行われ
ていたが，1930年から1940年ころには，レミニセン
スの研究が衰退し，1950年ごろからは，ほとんど扱
われなくなった。それは，レミニセンス現象を確認
できなくなったことによる。なぜレミニセンスの現
象が見られなくなったかというと，レミニセンスの
定義の変化によるとPayneは述べている。しかし，
著者は，レミニセンスが現れやすい幼児を研究しな
くなったことが大きく影響しているのではないかと
考えている。

　3. 6　レミニセンスの定義の混乱と記憶増加研究
への移行

Ballardは，最初の学習の後，再び学習しなかっ
たのに，日にちを経た２回目のテストで記憶の改善
が見られたことから，「再学習することなく，忘れ
ていたことを思い出すレミニセンス」が起きたと考
えた。その後，被験者が次のテストの間までに自分
で学習していたり，意図的に思い出そうとしなくて
も，無意図的に想起したりすることがあると分かっ
ても，記憶の改善をレミニセンスと呼び続けた。定

義を提示した本人がレミニセンスに曖昧な態度を
とっていたのである。
そのためにその後の研究者は，「公式の学習はな

しに，記憶が改善すること」，つまり被験者が私的
に行う想起を認める形でレミニセンスを取り扱った
（Buxton, 1943）。しかし，私的・公的に関わらずテ
スト間の想起や練習を認めない研究者が現れたり，
また，テスト間での想起や練習が挿入される可能性
のあるレミニセンスへの興味が減退したりして，曖
昧なレミニセンスよりは，練習することで起こる記
憶改善を解明する方向の研究が現れるようになっ
た。また，学習直後のテストにも学習効果があり，
レミニセンスの研究のためには，直後のテストをし
ない方がよいという考えも現れ，レミニセンスの研
究を困難にした。
このようにレミニセンスの概念に混乱が生じ，レ
ミニセンスが現れないとする研究も出てきたため，
Buxton（1943）は，レミニセンスは現れたり現れな
かったりする現象であると考えた。このようにして
レミニセンス研究は衰退していった。
しかし1970年代から，再学習も積極的に考慮する
記憶増加（hypermnesia）の研究が行われるように
なった。
一方でErdelyi and Kleinbard（1978）は，レミニ
センスが起きにくい素材を無意図的に使ったために
レミニセンス現象が不安定にしか観察されなくなっ
たと考えている。扱いにくい詩からより科学的な
Ebbinghaus流の無意味な刺激への転換があったので
ある。むしろレミニセンスにおいては，想像力を掻
き立てるような刺激，絵，詩，個人的に想像された
言葉が重要であると彼らは考えた。著者もこの指摘
は重要であると考えている。この点については後で
考察する。

４．記憶増加（hypermnesia）の研究

　4. 1　記憶増加の研究
Payne（1987）は，記憶増加（hypermnesia）の研
究を次のようにまとめている。①記憶増加は，レミ
ニセンスと違って確実に現われる現象である。②絵
の方が言葉よりもより多く記憶増加が現れる。③言
語でも記憶増加が起こる。言語をイメージと結びつ
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いた符号化をすることで，記憶増加がより大きく現
れる。④記憶増加は，反応基準の変更に左右されな
い。⑤記憶増加は，テスト回数と想起期間に影響さ
れる。繰り返し思い出すことで，記憶増加が起こ
る。⑥記憶増加は，想起のために使う時間と想起レ
ベルによって影響される。思い出すために十分の時
間を使うことが大切。⑦イメージを使った符号化
で，より記憶増加が起こる。
意図的学習を主とする記憶増加に関する研究が主

流を占めるようになったが，レミニセンスに関わる
「無意識のうちに起こる記憶形成の過程」も非常に
重要と考えられる。そして，無意識のうちに起こる
過程に，意識的ではあるが，自発的に記憶しようと
する過程を加えると良いのではないかと思われる。
すなわち，想像力を掻き立てるような刺激（Erdelyi 

and Kleinbard, 1978）によって，自然に思い出すこ
とや覚えたいと思い想起することも，強制されない
で起こる自発的学習として，無意識過程の仲間に加
えることができるのではないかと思われる。

　4. 2　Ebbinghausの研究
Ebbinghausの忘却曲線の研究は有名である。それ

によると，記憶した事項は速やかなスピードで忘却
されることになっている。これは，レミニセンスと
は，逆方向の研究結果なので，実際のところはどう
なのか見てみよう。

Ebbinghaus（1885）の記憶研究は，かなり常識か
ら外れた研究のように思われる。彼は，記憶の研究
を個人差による偏りをなくすようかなり苦労した。
まず記憶材料として，２つの子音の間に１つの母
音（ただし二重母音も含まれる）の組み合わせ（無
意味音節）を作った。その何個かを一組として，時
間を計り，読む回数を記録しながら，しかもできる
だけ集中して厳密に一定の間隔（１個につき0.4秒）
で読んで覚えた。すでに覚えた無意味音節と覚えて
いない無意味音節を分け隔てなく，１組の最後まで
読み続ける。まさに機械的に読んで，覚えるという
やり方である。何回か繰り返し読んだ後，２回間違
えずに暗唱できたら，覚えたことにして，次の組に
移る。忘却実験では，８組まで行った。かなり疲労
や注意散漫，やる気のなさ（hesitation）と闘いなが
ら実験を行った。実験は，1879‒80年と1883‒84年の

２回行われた。前回の実験の影響が現れないように
３年間の間隔を空けた。初回の実験で，長期間の忘
却についての研究を行った。
彼の研究では，最後に全部の音節を暗唱したわ
けではなく，13音節を繰り返し読んで，２回暗唱
できれば覚えたとして，次の組に移るというやり
方を８組まで繰り返したので，「完全に覚えた」と
言えるかどうか疑問である。また，彼にとって覚
えるとは，記憶痕跡を深く刻むということ（inner 

fixedness）であり，記憶痕跡があれば覚えるための
時間や音節を読む回数を節約（the saving of work）
することができる，つまり，「覚えやすさ」が高ま
る，と考えた。そこで，「完全に覚えた」後，20分
後，１時間後，９時間後，１日後，２日後，６日
後，１カ月後に再学習して「覚えやすさ」がどう変
化したかを見たのであった。「覚えやすさ」が指標
なので，例えば，20分後に，何も見ないで無意味音
節を思い出して，どれくらい覚えていたか，どれく
らい忘れていたかを見たわけでない。つまり，思い
出すのでなく，再び記憶項目を見て，覚える再学習
をしたので，「忘却率」は本当のところ不明である。
しかも，「節約率」を，再学習の時の「覚えやすさ」
を完全に学習している時の「覚えている」状態と比
較して出したのではなく，最初の学習「一番覚えに
くい」時と比較して算出したのである。だから，時
間が経つにつれて「記憶痕跡の深さ」が次第に浅く
なり，「覚えやすさ」が減少していくことは分かる
が，それが「忘却率」とどう関係しているかは不明
である。

　4. 3　忘却率の研究
Ebbinghaus（1885）の研究は，非日常的な無意味
音節を機械的な仕方で記憶し，「完全に記憶」した
のかどうか判断し難い状態から出発し，再学習のし
やすさの変化を見たので，我々が想定する忘却率と
はかなり違う結果が現れていると見ることが出来
る。
忘却の研究を概観したThalheimer（2010）10）は，忘

却の割合は，多くの条件によって違ってくると述べ
ている。結局決定的なことは言えないのである。意
味ある語の記憶として，例えば，Bahrick （1979）11）

では，スペイン語未経験の大学年齢レベルの被験
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者が，英語とスペイン語の対となる単語を学習し，
１カ月後にテストしたところ，33％記憶していた。
Ebbinghaus（1885）の研究と比べてかなり良い成績
と言える。また，Erdelyi and Kleinbard（1978）は，
言葉の記憶ではなく絵の記憶では，忘却よりもむし
ろ記憶増加（hypermnesia）が起こることを確かめた。
条件の違いについて言えば，意味のない項目より

は意味のある項目の方が記憶に残りやすい。関連性
のある項目の方がない項目よりも覚えやすい。予備
知識がある方がないよりその分野の新しい概念を覚
えやすい。意欲のある学生の方がない学生より覚え
やすい。反復練習や想起練習，フィードバックを受
けた者の方が覚えやすい。情報を思い出すよう求め
られる状況で学習と練習を行った者の方が覚えやす
い。学習のすぐ後に思い出すことを求められた者の
方が，ずっと後に思い出すように言われた者より覚
えやすい。だからEbbinghausの忘却曲線を引用し
て，一律に人は忘却しやすいと言うことは間違いで
あるという（Thalheimer, 2010）。

５．未熟さとレミニセンス

　5. 1　無意識的な記憶形成
レミニセンスが未熟な学習者に多く現れる点は，

非常に重要であると著者は考えている。認知が未熟
な状態でレミニセンスという「無意識的な記憶形
成」が起こるのからである。
まず，「無意識的な記憶形成の過程」について見

てみよう。記憶強化（memory consolidation）は神経
回路に機能的，形態的変容を引き起こすという仮説
に関する神経生理学的研究は数多くなされ，海馬や
腹側線条体が宣言的記憶の強化に，側坐核や皮質の
ある領域がエピソード記憶や再認記憶の強化に役立
つ，その他側頭葉，扁桃核，島皮質といった脳の
様々な部分が，組織的レベルや細胞レベル，分子レ
ベルで記憶の強化に関わっていることが分かってき
た（Bermudez-Ratton, 2010）12）。

McGaugh（2000）13）の概説によれば，記憶の強化
は，学習後，ゆっくりと時間をかけて起こる現象で
ある。短期記憶から長期記憶への移行も，記憶の強
化の一つと考えられる。従って，学習後の時間の経
過にそって，働く脳の部分が移行していく。

また無意識的な記憶形成が，睡眠中に起こりやす
いという説がある。ただし，覚醒時にも記憶強化が
起こることから，睡眠には記憶強化を促進する働き
はあっても（Axmacher et al., 2008）14）独自の役割は
なく，時間の経過が重要だという主張もある（Vertes, 

2004）15）。

　5. 2　知識不足・理解不足から見た未熟さ
さて，神経生理学的な面だけでなく，もう少し認
知的側面から考えると，未熟という場合，第一に知
識不足・理解不足が考えられる。この面から考える
と，幼児は知識不足・理解不足のために，新しい情
報を理解して，既存する認知の枠組みに組み込んで
記憶するのに時間がかかると言える。そのために学
習直後よりも６日を経たあたりで，想起できる記憶
量が増える，つまりレミニセンスが起こると考える
ことができる。
逆に，成人や知的に成熟した者は，既知のことが
多いために，意味理解の過程があまりなく，学習し
た時点で学習が完成されてしまう，つまり学習終了
の状態になってしまうので，記憶改善というレミニ
センスが起きないと考えられる。
知識不足・理解不足という未熟さのために，理解
し記憶するために時間がかかるという側面の他に，
動機的側面も考えられる。知識不足・理解不足があ
るために，意識的にも無意識的にも，理解したいと
いう欲求が起こり，理解のための過程が自然と生起
するために，レミニセンスが起こるのではないかと
考えられる。
不完全な情報が与えられると，全体の意味を理解
しようとして分断された個々の情報を統合する心の
働きが現れ，そのような意味統合（創造）をするこ
とで記憶が強化されるという研究もある（Bransford 

and Franks, 1971）16）。

　5. 3　認知構造と記憶形成
知識不足・理解不足が知的好奇心を喚起し，意味
統合の過程を引き起こすと考えられるが，一方で予
備知識がある方がないよりその分野の新しい概念
を覚えやすい（Thalheimer, 2010）と言われている。
Ausubel（1960）17）の先行オーガナイザーの研究も，
広い範囲で関連する意味の理解を助ける概念を与え
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ることで，認知の枠組みを作ると，未知の分野の学
習も容易になるというものである。彼は，それを確
かめる実験を行った。教員養成課程の学生に対し
て，未知のしかし興味が持てそうな冶金に関する学
習を施したが，実験群には鋼鉄・合金に関する基礎
的知識の文を読ませ，統制群には鋼鉄の歴史に関す
る文を読ませた。その後鋼鉄に関する文を両群に読
ませて記憶再生テストをした結果，実験群の方が良
い成績を得た。広い見地からの情報を得ることで，
学習に有利な認知的受容性ができたのである。
学習した事項の記憶を定着させるために，それに

関連する認知構造を持っていると良いという考え
は，認知言語学で言われるフレーム意味論（Fillmore, 

1982）18）に共通する面がある。フレーム意味論では，
ある語を理解するためにはその語に関連した知識を
持っていることが必要であるという。すでにある知
識の全体的枠組みの中に組み込まれることで理解が
起こるのである。

　5. 4　ある程度の不可解さの重要性
既存の認知は，新たな情報を理解するのに役立つ

わけであるが，ある程度の未知の部分があること
で，自分なりの解釈を加えて既存の認知の再編成し
理解を完成させる側面もある。言葉を経験する中
で，新たな規則性を創造していく面があるのであ
る。言語構造は，個々の言語の使用を経験すること
でスキーマの抽出という形で形成されていくという
ことができる。このような考えは，使用依拠モデル
（Langacker, 2000）19）と言われている。
日常の学習では，よく分かっている材料ばかりで

はない。分からない材料に対しても，既存の認知を
そのまま当てはめたり，既存の認知を変更したりし
て理解していく。その理解の過程が無意識に起こっ
て知らないうちに理解が増えるとレミニセンスが起
こったということになるであろう。
そのような理解の過程が起こるためには「もう少

しで理解できる」感覚が大切と思われる。その感覚
が理解したいという動機づけになり，無意識的な記
憶形成につながるのではないかと思われる。ある程
度理解しているが未知な部分もある刺激が，想像
を掻き立てるような刺激，完全に構造化されてい
ない刺激となり，記憶増加に結び付く（Erdelyi and 

Kleinbard, 1978）と考えられる。

６．発達的未熟さと基礎的過程

　6. 1　情報処理レベルの発達的未熟さ
レミニセンスに関係する未熟さには，上記のある
分野に関する理解や知識が不足している場合の他
に，幼児・児童・成人の情報処理の発達レベルの違
いから見た未熟さも考えられる。
これには，Piaget（1957）20）の説が参考になる。

外界からの感覚刺激に対応して身体反応を示す感覚
運動期は，現前する感覚刺激を処理する段階であ
る。つまり乳児期は即時対応の段階である。
幼児期になると，様々な経験で蓄えられた視覚的
聴覚的イメージを活用しながら対応するようにな
る。言葉もイメージと強く結びついた使用の仕方で
ある。そのために，見た目で作られたイメージで考
え判断しがちになる。このような幼児期の情報処理
は，イメージ対応の段階である。
さらに児童期は，具体的なモノを思い浮かべなが
らも，言葉の論理に基づいた思考となる。イメージ
に補完された言語対応の段階と言える。
思春期から成人期にかけて，抽象的思考をするよ
うになり，言葉だけでモノを考えるようになる。言
語を主とした対応段階と言える。
以上のように情報処理を発達的にとらえると，レ
ミニセンスは，未熟な発達段階で現れるイメージ使
用によって記憶が促進されたものと考えられる。実
際，イメージ的対応が中心となる幼児期はイメージ
を使うことで，レミニセンスを引き起こしているの
ではないかと考えられる。また児童にしても，英詩
からイメージを思い浮かべている者が多い（Ballard, 

1913）。

　6. 2　イメージ使用と記憶の定着
イメージは，記憶の定着と結びついている。記憶
増加の研究によっても，イメージの方が言葉より
記憶量が増えることが分かっている（Payne, 1987）。
言葉を記憶する場合にも，言葉から絵を思い浮かべ
ることで記憶量が増加することが分かった。つま
り，絵を想像することで，言葉の記憶も促進される
のである（Erdelyi and Kleinbard, 1978）。
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また，記憶法にも，イメージを活用して記憶を定
着させるやり方があり（Foer, 2011）21），イメージの
記憶における有効性は確実と考えられる。

　6. 3　イメージ的処理の重要性
イメージ的情報処理を未熟と考えたが，未熟さを

基本的過程と考えると，未熟な過程が重要とも考え
ることができる。イメージに裏付けられた言語が基
礎にあることで，言語による理解や思考が可能にな
るし，イメージが記憶の定着と深い関わりがあるこ
とから考えると，幼児期に言語が獲得される大きな
要因にイメージの活用があるのではないかと思われ
る。これは単なる憶測であるが，思春期以後に言語
習得が困難になるのは，イメージから遊離した言語
による言語学習のせいではないかとも考えられる。

７．無意識の記憶の形成と落ち着き

レミニセンスの研究から，無意識的に記憶形成の
作業が起こっていることが推測された。このような
無意識の過程を邪魔しないことも，学習内容の定着
のために重要と考えられる。つまり，その過程を邪
魔しない休息が大切と考えられる。
70歳ほどの高齢者を対象とした研究ではあるが，

Dewar et al.（2012）22）は，物語を覚える課題の後の
10分間の眼を閉じた休憩が，１週間後の想起の成績
を高めることを示し，休憩が脳内で起こる記憶強化
を促進すると述べている。

Erdelyi and Kleinbard（1978）は，記憶増加の実験
で，静かに考える時間（silent thinking intervals）を
設けている。ただその理由は明らかでない。
努力ではなくて休憩することが無意識の過程を促

進し，記憶の増加や定着を促すのであれば，当然の
ことながら学習の後の休憩が望ましいと言える。た
だし，休憩の効果に関する研究はまだ少なく，どの
ように休憩すれば，最も学習を促進することになる
のかは明確ではない。

８．英語教育プログラムとレミニセンス

　8. 1　レミニセンスを起こした要因
著者の試作した小学生のためのプログラムで，な

ぜレミニセンスが起こったのか考えてみよう。著者
は，小学校５年生，６年生にそのプログラムを試し
た。Ballard（1913）の研究では，11歳12歳では，レ
ミニセンスは学習から２日後にピークとなり，その
後記憶改善は低下してしまうが，著者の結果では，
１週間２週間の後にも，レミニセンスが現れた。こ
れは，Ballard（1913）の研究では，７歳ぐらいの幼
児に現れる結果に相当する。
未熟さの「知識不足・理解不足」という点から考
えると，児童にとって英語は「知識不足」の領域で
あり，そのために不完全な学習を完成させようとす
る無意識の過程が生起したと考えられるし，児童の
興味を引きつけ，自発的な想起を促したのかもしれ
ない。また，日常の身近な話題を提供し，既存する
認知に組み込みやすくなった一方で，質問をするこ
とで，知識の統合や未知の知識の創造を促したかも
しれない。よく分かっている事柄だが，考えさせる
ことで未知の領域も意識化されたという可能性があ
る。
また未熟さの「イメージ思考」については，身近
な話題を提供したことで，その話題についてのイ
メージ化を高めたと考えられる。もちろん，各話題
には，絵が添えられており，その絵がイメージ化を
促進した可能性はあるが，特に他の教材とは異なる
絵ということではないので，絵に基づくイメージ化
の影響は少ないであろう。
また，意味のまとまりのあるチャンクを提示した
点は，簡単ではあるがまとまりあるイメージを生み
出す役割を果たしたかもしれない。また，チャンク
は，意味のまとまりとして，既存の認知構造に組み
込まれやすいという特徴があるかもしれない。
チャンク単位の英語表現を覚えるときに，10秒ほ
どの沈思の時間を設けた。この沈思の時間に，英語
表現を想起することで，自分なりにその表現に意味
づけをする余裕が持てたかもしれない。想起すると
きにも，脳の海馬系で新たな符号化が起こっている
（Nadel and Bohbot, 2001）23）。落ち着きながら学習し
たことを思い出すことで，認知構造の変化が起こり
記憶の強化につながるのではないかと考えられる。

　8. 2　プログラムの改良
著者の英語学習プログラムが，レミニセンスを引
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き起こす要素を持っており，苦労せずに学習を促す
可能性があることが分かった。ただイメージをもっ
と活用すると，知識の定着化をさらに促すかもしれ
ない。例えば，沈思しながら英語表現を記憶する時
に，「情景を思い浮かべながら覚えましょう」とい
う言葉を聞かせ，英語表現からのイメージ化を促し
た方がさらに，英語表現の定着化を促進するかもし
れない。
ただ「無意識の記憶過程」を重視することは，ま

だ分からないことも多く，これからもレミニセンス
の研究を行い，その発現機序をさらに明らかにして
いく必要がある。

９．結論

レミニセンスは，認知が未熟な状態で現れやす
い。学習する内容に「もう少しで理解できそうなも
の」があれば，学習を完成させるための無意識の記
憶形成が起こってくるらしい。だから，学習内容に
よく理解できる部分とよく理解できない部分がある
ことで，よく理解できないことに対する興味が起こ
り，無意識的または意識的な理解への努力が起こる
ものと思われる。
そのようなレミニセンスが起こりやすい教材をど

のように作成したらよいか，これからさらに考えて
行かなければならない。著者の英語教育プログラム
のように身近な話題と質問の組み合わせは一つのや
り方である。
言語的思考が主となる小学校高学年では，言語に

よる理解が高まる反面，イメージを使わなくなるた
めに，記憶の定着が弱くなる可能性がある。思考の
ためには言語は便利な道具であるが，物事を記憶す
るためには，レミニセンスが起きやすいイメージを
活用することが望ましいと言える。これから，言語
とイメージをいかに結びつけていくか，また，学習
後に起きる記憶の増加を助けるために，学習後の休
息，リラックスをどのように学習の過程に組み込ん
でいったらよいか，さらに検討していく必要がある
と思われる。
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Unconscious Memory Formation and Effective Learning: 
English Learning for Primary School Students based on Reminiscence
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We gained reminiscence when we retested the students of a primary school in our district for whom we applied 

our English learning program after 1-2 weeks later of learning. In order to seek the factors of our program which 

elicited the reminiscence （memory improvement without relearning）, we studied the researches about reminiscence 

and hypermnesia. Ballard（1913）found young children and intellectually handicapped children showed much 

reminiscence. Because of cognitive immaturity, it is thought for them to need some time for accumulating information 

by means of unconscious memory formation. Cognitive immaturity in learning contains the shortage of information and 

image thinking which is thought to be a low level ability for information processing. In our program, the students must 

answer questions by compensating the shortage of information and they understand the meaning of English sentences 

by imaging daily life. These factors of our program might promote unconscious memory formation and effortless 

learning.

Keywords: English learning program, Reminiscence, Cognitive immaturity, Unconscious memory formation, image 

thinking




